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会議録 

会議の名称  男女平等推進センター企画運営委員会 平成27年度 第13回 

開催日時 平成27年11月19日（木曜日） 午後6時から8時まで  

開催場所 男女平等推進センター1階活動室 

出席者 

委員：吉田委員長、白井委員、斎藤（三）委員、本橋委員、田村委員、田崎

委員、加藤委員 

欠席：斎藤（博）委員 

事務局：杉山係長、渡邉主査、編集委託（冨山） 

議題 

議題1 第12回企画運営委員会会議録の承認について 

議題2 「次期委員会委員の改選」について（報告） 

議題3 情報誌パリテ16号の進捗について（報告） 

議題4 平成28年度事業年間計画書について 

議題5 センター事業企画の講座について 

議題6 その他 

会議資料の

名称 

資料1 第12回企画運営委員会会議録（案） 

資料2 西東京市男女平等推進センター企画運営委員会設置要綱 

資料3 平成28年度男女平等推進センター事業企画運営委員会事業年間計

画書（案） 

資料4 センター事業企画書「NPO法人ピルコン」 

記録方法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 

会議内容 

 

議題1 第12回企画運営委員会会議録の承認について 

○異議なしによって承認する。 

 

議題2 「次期委員会委員の改選」について（報告） 

○事務局： 

 西東京市男女平等推進センター企画運営員会設置要綱第4にあるとおり、現委員の任期は2

年間であり、平成28年6月6日までの期間となる。平成28年4月中に公募を呼びかけ委員選任

の手続きを実施する。長く委員を務められた齋藤（三）委員と加藤委員には感謝の念に堪え

ないが、再任の規定に従い今期限りとなる。再任可能な委員におかれては、是非、次期委員

へ立候補をお願いする。また、各人におかれては適当な人材の推薦及び情報の提供をお願い

したい。 

 

議題3 情報誌パリテ16号の進捗について（報告） 

○事務局： 

 情報誌の特集記事は、立命館大学の津止正敏氏に直接お会いして、無事収録を終えた。男

性の介護者（ケアメン）の現状や、問題点を丁寧に説明いただき、その解決方法など提案い

ただいた。厳しい現状や孤立化の問題、地域の支え合いについて多くを話された。 

 ステキに男女平等参画の取材は女性運転士がおられるという事で西武バスの滝山営業所で

11月26日に実施する。西武バスで運行している4ルートすべてとその他路線バスの運転もし

ておられると聞いている。 

・執筆を担当される方の確認で何かあるか。 

・担当が15号とダブっていると思うが、調整を願いたい。 
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・ライブラリーは齋藤（三）、加藤、本橋の各委員、編集後記は加藤、白井、田村、本 

橋の各委員という事で調整する。よろしいか。 

・了解 

・原稿の提出をよろしくお願いする。 

 

議題4 平成28年度事業年間計画書について（報告） 

○事務局： 

 平成28年度男女平等推進センター時企画運営委員会事業年間計画書（案）をお示した

が、当初予算要求においては、計画書にある事業について、27年度規模と同様とした。

ついては、よろしければ平成28年度事業で男女共同参画週間事業と男塾と夏休み企画を

現委員会で企画していただければと考える。事業については、あくまでも事務局提案で

あり、前提として委員会での承認の元に実施することであるので、別企画を考える事を

妨げるものではない。 

・趣旨は理解するが、今すぐに提案することはできない。 

 

○事務局： 

 本日は、事務局からの準備願いというかたちであり、1月以降の委員会で検討していただ

ければよい。 

・男塾については、次回提案する用意はすでにある。 

・企画書については次回以降に提出をする。本日、欠席の委員に周知することを忘れずにし

ていただきたい。 

・委員会事業の中で大きな任務としての情報誌の編集についてであるが、編集委託の業者の

変更はありえないのか。素人ぽさがみてとれ、気になっている。読んでもらいたいとの思い

でわれわれが提案したことに対し、答えが言われた通りの修正だけであり、こじんまりとし

た地味なイメージで工夫が足りないような気がする。もっとアイデアを出してほしい。 

・言った事を真摯に受け止めてくれるし、求めた回答をきっちりと出してもらえることな

ど、安心感と信頼性は持っていると思う。 

・契約の中で決められていることがあるし、何よりも今までに話し合った中で決められてき

た経過に基づくものであり、現在のスタイルを継承していくことも求められるのではない

か。 

・安定感等評価できる点は確かにあるが、プロの目で読み手が引付られる紙面づくりを期待

したい。我々も当然努力する。 

 

議題5 センター事業企画の講座について 

○事務局： 

 今回、27年度最後の講座となると思われるが、前回の委員会で実際に聞いてみたいと要望

のあった性教育について、事務局の方で企画書をまとめてみた。この中身で実施してよろし

いかご検討願いたい。 

・対象者はどのあたりになるのか。未就学児から高校生までとなっているが、それぞれの年

齢で性教育の話は違がうといえるので、時において話題についていけない世代が混在してし

まうと思う。 

・中高生を対象とし、親子で参加してもらうのはどうか。 

・親子はプログラムとしては難しように思う。サブタイトルには子に伝えるとあるように子

を持つ保護者を対象とした講座で良いと思う。 

・子を持つ保護者とし、特に中高生の親に呼び掛けられる広報の仕方を考えてしてほ 
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しい。 

・話は違うが、9月以降実施した講座の様子を聞かせてほしい。 

 

（報告） 

「ノーバディズパーフェクト、てしごとカフェ、8時間睡眠のウソについて（省略）」 

・成果として、ノーバディズでは自主性を活かし受講後、会が結成されパリテの新規登録団

体として活動を始めている。てしごとカフェでは、開催回数を増やしてほしい要望もあり、

忙しい中のストレス解消として効果的であった。特に保育付であることも。「8時間睡眠の

ウソ」では、パリテ利用層の開拓として位置づけられ、男性・高齢のご夫婦などの参加がい

ただけた。 

 

議題6 その他（施設見学ほか）事務局 

○事務局：  

施設見学について、12月11日（金曜日）午後1時30分 ひばりヶ丘駅集合で実施する。見学

終了後、ひばりが丘で懇親会を予定している。 

 三市連携事業で来年1月17日（日曜日）の参加者を募集する。慶応大学の片山善博先生の

講演会の後、交流会を開催するので、ご都合のつく方は参加をお願いする。 

 

・次回開催は1月7日（木曜日）午後6時～  

 

以上 

 


